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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
ら是牝彊苦Iま苗薗教育文化都市をめざす市屋些喜?重

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで§舌しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11義孫子市我孫子1858査0471(85)1111
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１
１
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市
内
で
４
番
目
の
近
隣
セ
ン
タ
ー
と
し
て
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
「
新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
４
月
烈
日

（
木
）
に
開
館
し
ま
す
。
地
区
住
民
の
参
加
に
よ
り
設
計
さ
れ

た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し

て
、
今
後
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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鯉
議
動
泌
礎

●
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新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
は
、
新
木

小
学
校
東
側
（
案
内
図
参
照
）
に

位
濫
し
、
Ｊ
Ｒ
成
田
線
新
木
駅
よ

り
徒
歩
約
巧
分
。
延
べ
床
面
識
は

９
１
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
２
階
建
て
。
落

ち
藩
い
た
雰
囲
気
の
外
観
と
機
能

性
豊
か
で
調
和
の
と
れ
た
内
部
は
、

集
い
、
語
ら
い
、
憩
い
の
場
を
兼

ね
備
え
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
階
に
は
、
ロ
ビ
ー
、
視
聴
覚

計
画
か
ら
備
品
計
画
ま
で
連
日
夜

遅
く
ま
で
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

こ
の
間
、
先
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
を
視
察
す
る
な
ど
活
発
に
活

動
を
進
め
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
建
設

に
向
け
、
期
待
の
大
き
さ
を
う
か

が
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
建
設
委
員
会
か
ら
発

展
し
た
「
新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
中
心
と
な
り
、
こ
の

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
新
木
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

－（ 機
能
性
豊
か
で
調

和
の
と
れ
た
内
部

館内見取図
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市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
施
設
の
利
用
は
、

４
月
型
日
（
木
）
か
ら
で
す
が
、
利

用
の
申
し
込
み
は
４
月
過
日
（
火
）

か
ら
受
け
付
け
（
た
だ
し
、
午
前

中
に
限
る
）
し
ま
す
。
な
お
、
４

月
加
日
（
水
）
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

▼
管
理
運
営
新
木
地
区
、
自
治

機
器
や
電
動
ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た

１
５
０
名
収
容
の
多
目
的
ホ
ー
ル
、

自
由
に
利
用
で
き
る
畳
敬
き
の
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
や
カ
ー
ペ
ッ
ト

敷
き
の
な
か
よ
し
コ
ー
ナ
ー
、
茶

室
と
し
て
使
え
る
和
室
を
配
置
。

２
階
に
は
、
調
理
室
や
釦
名
ま

で
入
れ
る
会
議
室
遮
音
設
備
の

あ
る
マ
ル
チ
ル
ー
ム
、
誰
で
も
利

用
で
き
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

あ
り
、
さ
ら
に
高
齢
者
や
障
害
の

方
に
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
詮
し
て
あ
る

の
も
特
徴
で
す
。

⑳
⑬
亀
⑬

市
民
の

〔
近
隣
セ
ン
タ
ー
完
成
に
つ
い
て
〕

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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会
、
各
種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
で
描

成
す
る
「
新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
管
理
・
運
営
し
ま
す
。

▼
利
用
申
し
込
み
利
用
予
定
日

の
２
か
月
前
の
同
日
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
（
抽
選
の
場
合
有
り
）

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
（
夜
間
の
利
用
は
午
彼
９

時
）
ま
で
。
な
お
、
ロ
ビ
ー
、
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
な
か
よ
し
コ

ー
ナ
ー
を
除
く
各
室
の
連
続
使
用

は
２
日
間
を
限
度
と
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
セ
ン
タ
ー
事

務
室
で
所
定
の
申
硝
番
に
記
入
の

う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
使
用
料
は
申
講
後
、
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
る
券
売
機
で
施
設

利
用
券
を
購
入
し
、
利
用
当
日
に

許
可
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
使
用
時
間
午
前
９
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で

▼
休
館
日
毎
月
第
１
．
３
水
暇

日
及
び
年
末
年
始
（
狸
月
調
日
か

ら
１
月
４
日
）

▼
使
用
料
右
表
の
と
お
り
。
ロ

ビ
ー
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
な

か
よ
し
コ
ー
ナ
ー
、
図
替
コ
ー
ナ

ー
は
無
料
で
す
。

▼施設使用料金

こ
、
え

今
ま
で
新
木
地
区
に
は
、
文

化
施
設
も
な
く
不
便
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
身
近
に
す
ば
ら

し
い
施
設
が
で
き
た
の
で
、
文

化
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
利
用
し
た
い
で
す
ね
。’

下 総基地の米軍機使用絶対反 対

多目的

ホ ー ル

外
き

以
つ

ル
に

一
室

ホ
ー

午前

～正午

610円

300円

午後

1時～5時

820円

410円

夜間

6時～9時

1,030円

410円
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一

日ﾌ0万円(霧)でス 卜
■「

経費の節減などで健全財政を目指す
ノ

I
b

h；

一 職含 計
13億9596万円
（＋3.7％） 平

成
６
年
度
当
初
予
算
は
、
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
予
算
の
概
要
は
一

般
会
計
予
算
が
２
５
６
億
１
１
０
０
万
円
（
前
年
度
比
２
．
４
誹
減
）
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
公
共

用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
を
含
む
特
別
会
計
予
算
が
１
２
７
億
７
２
２
０
万
円
（
同
６
．
０
誹
増
）
、

水
道
事
業
会
計
予
算
が
詔
億
２
５
５
０
万
円
（
同
悩
・
４
評
増
）
と
な
り
、
以
上
を
合
計
し
た
市
の

総
予
算
は
４
３
７
億
８
７
０
万
円
（
同
１
．
８
誹
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
は
、

景
気
低
迷
の
長
期
化
に
よ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
対
前
年
度
比
が
減
少
の
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
投
責
的
予
算
の
な
か
焼
却
炉
改
造
整
備

事
業
、
都
市
計
画
道
路
下
ケ
戸
・
中
里
線
の
新
設
改
良
事
業
な
ど
の
市
民
生
活
に
直
結
し
た
生
活

関
連
施
策
や
当
面
す
る
重
点
施
策
を
最
優
先
と
し
だ
予
算
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
財
源
の
確
保
、

経
常
経
費
の
節
減
な
ど
に
よ
る
健
全
財
政
を
目
指
し
ま
し
た
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

土木費
54徳7453万円
（-3.9％）

453万円

､9％）心

10("149万円
（＋28.7％） 256億1100万円

＜前年度比2.4％減〉

支出金 ’総務費
47億2229万円
(-90%)

、 緬

47億2
（－9(-90%)

繰入金6億9211万円
（＋33％）

県支出金 民生賀
45億3419万円
（＋2.2％）歳

出
歳
入

出
内
訳
は
土
木
費
が
全
歳
出
の
型
．
の
開
通
を
予
定
し
て
い
る
都
市
計
に
着
手
す
る
衛
生
識
は
、
、
・
９

出
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
整
備
事
業
な
ど
に
予
算
配
分
を
行
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
は
、
次

て
い
る
我
孫
子
駅
南
北
土
地
区
画
次
に
、
火
葬
場
み
た
ま
苑
の
整

９
軒
の
減
少
な
が
ら
今
年
度
も
歳
改
良
事
業
や
天
王
台
駅
南
口
広
場
な
っ
て
い
ま
す
。

１
詩
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
３
．
画
道
路
下
ヶ
戸
・
中
里
線
の
新
設
計
（
前
年
度
比
皿
・
８
計
増
）
と

目
的
別
に
み
た
一
般
会
計
の
歳
整
理
事
業
は
じ
め
、
平
成
７
年
度
増
）
、
焼
却
炉
の
改
造
整
備
事
業

こ
れ
は
、
継
続
的
事
業
と
な
つ
っ
た
も
の
で
す
。

の
と
お
り
で
す
。

6{X8100万円
地方穣与税+0，4%)（

教育賀
32億9776万円
（-14.1％）

市憤侭

息ﾐﾂ鳶息ﾐﾂ鳶
念

6"1060万円

算
の
使
い
み
ち

謡〆

-48.9％）
ｰ

1V
ｰ

1V（

1億800万円（-16.0％）

榊
諜

骨
、
噂

榊
諜

骨
脅

芦養
う億円(0%

3億9248万

（＋3.2％）

4徳1000万

（-14.6％）

4億8769万円（+5.1%)一／

1億5000万円（－66．

そ
の
他

詞
愉
蝋
Mi

徴他

〔
諏
尋
露
地

0万円（-66.7％)-ノ

9億7868万円（＋11.1％）
、〃

／~、 術
事
業
負
担
金
、
あ
び
こ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
内
の
公
共
施
設
導

入
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
総
務

饗
は
超
・
４
軒
を
占
め
て
い
ま
す
。

民
生
費
は
扶
助
黄
を
始
め
と
し

て
、
福
祉
総
合
計
画
の
推
進
関
連

事
業
な
ど
で
画
・
７
許
、
前
年
度

に
引
き
続
き
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
導
入
事
業
を
行
う
教
育
識
は
狸
．

９
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
林
水
産
業
裁
は
、
高

野
山
新
田
地
区
に
来
春
開
園
予
定

の
市
民
農
園
整
備
事
業
な
ど
で
、

１
．
７
詩
（
前
年
度
比
妬
・
８
計

我
孫
子
駅
南
北
土
地

区
画
整
備
事
業
の
推
進

一
般
的
な
市
道
や
都
市
計
画
道

路
、
公
園
の
整
術
、
排
水
対
策
な

ど
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

都
市
施
設
整
備
や
環
境
整
備
事
業

を
中
心
と
し
た
、
投
査
的
経
費
が

支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
我
孫
子
駅
南
北
土
地
区
画
整
理

事
業
巧
億
７
２
９
０
万
円

＊
道
路
整
備
事
業
（
舗
装
、
側
溝

工
事
、
手
黄
沼
公
園
・
久
寺
家
線
、

叩
ｌ
調
号
線
、
道
路
排
水
整
備
事

業
な
ど
）
５
億
２
７
８
０
万
円

＊
排
水
対
策
事
業
（
関
東
幹
線
、

つ
く
し
野
川
上
流
排
水
路
、
布
佐

地
区
な
ど
）
３
億
４
１
８
万
円

＊
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
事

業
助
成
金
１
億
８
７
８
０
万
円

＊
天
王
台
駅
南
口
広
場
整
備
事
業

８
７
２
０
万
円

＊
根
戸
船
戸
緑
地
整
備
事
業
３

０
０
０
万
円

＊
市
営
住
宅
維
持
補
修
事
業
（
日

秀
市
営
住
宅
外
壁
改
修
、
北
原
市

営
住
宅
建
替
鯛
遜
・
基
本
設
計
な

ど
）
３
１
９
０
万
円

溌

士

木
費
、_ノ

社
会
福
祉
の

充
実
を
図
る

総
合
的
な
社
会
福
祉
の
充
実
を

図
り
、
必
要
な
援
謹
を
行
う
た
め

に
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
補
助
事
業
６

９
２
万
円

＊
在
宅
老
人
短
期
保
謹
事
業
９

３
９
万
円

＊
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
二
人

暮
ら
し
高
齢
者
等
給
食
サ
ー
ビ
ろ

８
６
６
万
円

＊
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
送

迎
用
バ
ス
職
入
事
業
８
８
９
万

円＊
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

操
出
金
２
億
円

シ
ョ
ヅ
ビ
ン
グ
プ
ラ
ザ
内
へ

公
共
施
設
の
導
入

企
画
調
整
事
務
、
財
務
・
財
産

管
理
事
務
、
戸
籍
、
課
税
・
収
税

選
挙
な
ど
主
に
市
の
管
理
的
業
務

を
行
う
経
費
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
あ
び
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

内
公
共
施
設
導
入
事
業
４
７
０

２
万
円

＊
火
葬
場
み
た
ま
苑
建
設
事
業
負

担
金
１
億
８
８
２
６
万
円

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
・
自
治
会

集
会
所
整
備
事
業
等
補
助
事
業

３
８
５
０
万
円

＊
情
報
公
開
制
度
・
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
１
６
９

２
万
円

＊
天
王
台
駅
南
口
自
転
車
駐
車
場

管
理
運
営
事
業
２
１
４
７
万
円

＊
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
２

８
３
０
万
円

＊
国
際
化
・
都
市
間
交
流
・
女
性
施

策
推
進
事
業
５
４
８
万
円

（
総
務
寶
）

＊
景
観
形
成
公
共
事
業
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
策
定
事
業
８
５
５
万
円

＊
公
共
下
水
道
率
業
特
別
会
計
操

出
金
理
億
円

総

生 務

’
焼
却
炉
の
改
造

整
備
事
業
に
着
手

衛
生
的
で
健
康
な
生
活
環
境
の

維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
の
清
掃

事
業
、
公
害
対
策
事
業
、
水
質
の

浄
化
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
し

た
経
費
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
焼
却
炉
改
造
整
備
事
業
３
億

８
６
４
３
万
円

＊
査
源
化
事
業
（
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
回
収
、
生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
な
ど
）
１
３
９
０
万
円

＊
焼
却
灰
溶
融
炉
実
証
試
験
事
業

（
焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
）

９
９
０
万
円

＊
自
然
環
境
調
枩
（
鳥
類
編
｝

４
５
０
万
円

＊
古
利
根
沼
水
質
浄
化
対
策
事
業

（
教
育
債
）

小
学
校
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
導
入
が
完
了

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
予

弊
で
、
小
・
中
学
校
の
維
持
・
運

営
『
社
会
教
育
、
公
民
館
、
文
化

事
業
、
保
健
体
育
事
業
な
ど
に
支

出
さ
れ
ま
す
。

＊
小
・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導

入
事
業
６
２
６
９
万
円

＊
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
整

怖
事
業
８
２
１
０
万
円

＊
我
孫
子
第
一
小
学
校
舎
大
規
模

改
造
事
業
（
外
部
改
修
工
事
）

５
０
０
０
万
円

＊
小
・
中
学
校
施
設
維
持
管
理
事

業
１
億
１
２
０
万
円

＊
湖
北
台
中
学
校
給
食
施
設
整
備

事
業
（
設
計
）
１
３
０
０
万
円

＊
新
木
南
部
遺
跡
群
発
掘
調
垂
事

業
６
０
０
０
万
円

＊
鳥
の
博
物
館
運
営
事
業
（
展
示

場
の
改
良
な
ど
）
１
０
０
０
万
円

＊
湖
北
小
学
校
給
食
室
改
造
事
業

３
３
２
２
万
円

＊
小
・
中
学
校
理
科
備
品
整
備
事

業
１
７
０
０
万
円

教衛

音生

費

高
野
山
新
田
地
区
に

市
民
農
園
を
整
備

賎
業
・
水
産
業
の
基
盤
整
備
や

近
代
化
な
ど
を
行
う
た
め
の
経
費

が
支
出
き
れ
ま
す
。

＊
市
民
農
函
整
備
事
業
（
高
野
山

新
田
地
区
市
民
挫
園
整
備
ほ
な

８
２
８
０
万
円

＊
農
業
振
興
地
域
策
定
事
業
３

６
０
万
円

＊
県
営
土
地
改
良
総
合
整
術
事
業

字
賀
沼
地
区
）
６
３
５
万
円

＊
水
田
営
農
活
性
化
対
策
事
業

２
９
５
２
万
円

！

救
急
業
務
の

充
実
を
図
る

防
火
対
策
、
救
急
業
務
、
危
険

物
の
取
り
締
ま
り
な
ど
、
市
民
生

活
と
安
全
を
守
る
経
費
が
支
出
さ

れ
ま
す
。

＊
高
規
格
救
急
自
動
車
運
営
事
業

６
９
０
万
円

＊
救
急
・
救
助
活
動
識
２
６
７

万
円

＊
分
団
小
型
ポ
ン
プ
付
祇
載
車
購

入
事
業
（
３
台
分
）
１
８
７
３
万
円

＊
消
防
団
活
動
識
１
２
９
１
万

円

曾
防
ｌ
陰

４
０
０
万
円

＊
救
急
医
療
対
策
事
業
２
３
３

９
万
円農

林
水
産
業
費

市民の負担状況消’

※平成6年4月1日現在

人口123,263人

世帯数41,278世帯

ロ1世帯当たり
□1人当たり

防

’

卯

９
９
２
》
３
円千

２
万
９
６
３
１
円

一
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ

３
万
９
７
８
８
円

一

一
Ｍ
万
８
８
１
５
円

／~、

み
な
さ
ん
の
声
を

市
政
に
反
映

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
市
長
の
提
案
す
る
条
例

や
予
算
、
決
算
な
ど
を
審
議
す
る

議
会
活
動
の
た
め
の
経
饗
が
支
出

き
れ
ま
す
。

商
業
や
工
業
、
観
光
の
振
興
、

消
費
生
活
の
た
め
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
商
店
街
施
設
建
設
事
業
（
補
助

金
）
４
８
０
万
円

＊
観
光
振
興
事
業
（
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
）
１
２
９
万
円

＊
石
け
ん
利
用
推
進
事
業
１
２

４
万
円

＊
中
小
企
業
壷
金
融
査
率
業
１

億
３
４
４
２
万
円

＊
消
識
者
啓
発
事
業
２
２
０
万
円

前
年
度
に
比
べ

１
．
７
％
の
増

地
方
償
（
市
が
財
源
調
達
の
た

め
に
借
り
入
れ
る
査
金
）
の
元
金
．

利
子
の
支
払
い
な
ど
に
あ
て
る
償

還
金
で
す
。

雷
工
Ｉ
屋

司＊
水
産
振
興
率
業
１
１
９
万
円

耐
工
業
の
振
興

塞
鐵
今‐

公 商
川
万
８
８
１
５
円

債 工

費 市民税固定資産税都市計画税
（個人）

”
万
９
７
９
円

９
万
７
２
５
円
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予算総額4ﾖﾌ億
財源の確保、経常

＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
…
＃
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
＊
垂

特
別
会
計
は
一
般
会
計
と
は
別
に
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
賄
わ
れ
、
天
王
台
、
柴
崎
、
中
峠
万
、

特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
、
そ
の
歳
出
に
あ
て
る
会
計
を
い
い
ま
す
。
地
区
の
３
事
業
に
総
額
ｎ
億
５
１
＊
南

５
０
万
円
（
前
年
度
比
娼
・
８
誘
万
、

会
年
度
、
新
た
に
設
竃
さ
れ
た
公
共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
を
増
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
＊
却

円
統
盤
龍
議
鱈
竈
：
薑
の
１
〃
菫
擦
鶯
華
麗
で
万
【

計
襄
苧
ゞ
稚
手
※

肪
卿
老
人
保
健
手
賀
沼
浄
化
事
業
＊
』

増
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

万
、

公
共
下
水
道
事
業
藁

加
州
嘩
蕊
軍
織
蕊
鑪
財
源
は
下
水
道
篭
料
農
ま
く
諾
３
町
の
負
鑿
や
一

富
篝
雲
鬘
最
，

憶
伽
蕊
藤
薬
鰐
》
謹
鰹
蕊
譲
繁
薫
蕊
塗
篭

別
『
，
″
度
墓
琴
襄
蕉
Ⅷ
“
吾
菫
鍾
篝
・
妻
琴
管
…
”

旧
年
聾
霊
篭
識
“
鱗
謹
翠
擢
普
漂
繁
詫
・
’
嘉
一
を
算予

糖
額
愉
鷆
巽
瀧
蕊
燃
舩
鶚
鵜

総
慕
薑
簔
篝
・
＄
嘉
壽
上
し
て
掌
．
案
度
藝
に
蓋
臺
度

蝋
蝋
脚
鱗
陸
鰡
撚
趾
剛
躯
綱
》
Ⅶ
槻
鵬
噸
噸
繩
》▼

７
０
万
円
（
前
年
度
比
３
．
６
軒
財
源
は
主
に
保
留
地
処
分
金
で
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

』

Q

Ｉ市財
政
の
基
本
と
な
る
一
般
会

計
の
歳
入
は
、
主
な
財
源
と
な
る

市
税
が
１
８
３
億
１
１
０
０
万
円

で
歳
入
全
体
の
江
詩
を
占
め
、
前

年
度
と
比
べ
０
．
６
詩
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
週
億
９
５
９
６

万
円
で
、
福
祉
施
策
に
伴
う
国
庫

支
出
金
や
都
市
基
盤
整
術
、
教
育

施
策
な
ど
の
補
助
金
、
焼
却
炉
の

改
造
に
よ
る
衛
生
費
の
伸
び
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
比
３
．
７
群
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
入
金
は
、
億
１
４
９
万
円
箭

年
度
比
詣
・
７
計
増
）
で
、
財
政
調

整
基
金
か
ら
７
億
９
０
０
０
万

円
、
減
償
基
金
か
ら
１
億
５
０
０

収
入
の
あ
ら
ま
し

０
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の

祇
立
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の

平
成
６
年
度
末
の
残
高
見
込
は
、

３
億
２
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
市
の
財
政
は
非
常
に
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
８
３
億
１
１
０
０
万
円

個
人
・
法
人
市
民
税
や
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
直
接
納
付
す
る
税
金

の
ほ
か
、
市
た
ば
こ
税
な
ど
の
間

接
的
な
税
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

＊
市
民
税
１
１
６
億
９
０
４
０

万
円

＊
固
定
資
産
税
鯛
億
１
２
０
５

万
円

＊
都
市
計
画
税
狸
億
２
３
１
０

万
円

＊
市
た
ば
こ
税
３
億
７
１
２
５

万
円

＊
特
別
土
地
保
有
税
７
２
１
０

万
円

台

箭
億
２
３
７
０
万
門
司
凹

１
１
０
０
万
円

ｍ

川
億
５
１
５
０
万
円

団

’
億
９
３
０
０
万
円

団

’
億
６
１
０
０
万
円

、

銅
億
３
２
０
０
万
円

一
県
支
出
金
一

旧
億
９
５
９
６
万
円

法
令
に
基
づ
き
市
が
行
う
仕
事

や
事
業
に
つ
い
て
、
国
か
ら
支
出

さ
れ
る
黄
金
で
、
公
・
私
立
保
育

園
支
出
金
、
生
活
保
謹
支
出
金
、

老
人
措
鍾
支
出
金
な
ど
の
ほ
か
、

区
画
整
理
事
業
や
道
路
整
備
な
ど

の
都
市
基
盤
整
備
や
施
設
建
設
事

業
に
使
わ
れ
ま
す
。

扣
億
１
４
９
万
円

財
源
調
整
の
た
め
誠
み
立
て
た

基
金
や
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ

い
計
画
推
進
の
た
め
、
特
定
目
的

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
査
金
で
す
。

＊
軽
自
動
車
税
４
２
１
０
万
円

６
億
９
２
１
１
万
円

一
定
の
行
政
目
的
の
た
め
、
県

か
ら
市
に
対
し
て
支
出
さ
れ
る
資

国
庫
支
出
金

繰
入
金

県
支
出
金

土
地
区
画

整
理
事
業

国
民
健
康

保
険
事
業

老
人
保
健

手
賀
沼

浄
化
事
業

公
共
下
水

道
事
業

公
共
用
地

取
得
事
業

’
金
で
、
国
庫
支
出
金
と
性
格
が
似

て
い
ま
す
。

６
億
８
１
０
０
万
円

国
税
と
し
て
納
付
さ
れ
た
税
金

の
一
部
が
市
へ
譲
与
さ
れ
る
麦
金

で
、
消
費
謹
与
税
、
自
動
車
重
最

謹
与
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

６
億
１
０
６
０
万
円

多
額
の
饗
用
を
必
要
と
す
る
事

業
に
対
し
て
、
市
が
長
期
に
わ
た

っ
て
借
り
入
れ
る
査
金
で
将
来

の
収
入
に
よ
っ
て
返
済
し
ま
す
。

今
年
度
は
我
孫
子
駅
南
北
土
地
区

画
整
理
事
業
や
焼
却
炉
改
造
事
業
、

排
水
路
整
備
事
業
な
ど
の
費
用
に

使
わ
れ
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
清
浄
で
安
全
な
水
道
水
を
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
が
企
業
と
し
て
経
営
す
る
事
業

で
す
。
今
年
度
業
務
の
予
定
愚
は
、

給
水
戸
数
３
万
８
０
０
０
戸
、
年

間
給
水
量
１
３
８
５
万
立
方
脚
、

１
日
平
均
給
水
量
３
万
７
９
４
５

立
方
牌
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
は
、
そ
の
経
営

や
市
民
の
皆
さ
ん
に
水
道
水
を
供

給
す
る
た
め
の
家
業
活
動
に
伴
う

収
益
的
収
支
予
算
と
、
水
道
施
設

の
建
設
や
改
良
工
事
な
ど
を
行
う

賓
本
的
収
支
予
算
の
２
本
立
て
と

な
っ
て
い
ま
す
。
収
益
的
支
出
と

市 地
方
譲
与
税

水
這
事
亀
急
計

粥
億
２
５
５
０
万
円
（
前
年
度
比
Ｍ
・
４
％
増
）

償

５
億
円

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
、
節

約
や
合
理
化
な
ど
に
よ
り
生
ず
る

予
定
の
も
の
で
す
。

査
本
的
支
出
を
合
わ
せ
た
、
今
年

度
の
総
事
業
喪
は
記
憶
２
５
５
０

万
円
（
前
年
度
比
皿
・
４
詩
増
）

を
計
上
。

第
４
次
拡
張
事
業
の
５
年
目
に

当
た
る
今
年
度
は
、
湖
北
台
浄
水

場
商
度
浄
水
処
理
施
設
の
建
設
や

送
・
配
水
管
の
布
設
及
び
布
設
替

え
、
取
水
井
や
浄
水
施
設
の
改
良

な
ど
を
実
施
す
る
た
め
、
加
億
９

７
０
０
万
円
（
前
年
度
比
“
許
埴
）

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
事
業
の
財
源
と

な
る
査
本
的
収
入
の
約
帥
言
に
あ

た
る
皿
億
２
１
０
０
万
円
は
、
企

業
縦
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

４
億
１
０
０
０
万
円

所
得
税
に
お
け
る
利
子
課
税
の

一
部
が
、
県
と
の
割
合
に
よ
り
交

付
さ
れ
る
査
金
で
す
。

４
億
８
７
６
９
万
円

条
例
に
基
づ
い
て
市
が
収
入
す

る
査
金
で
保
育
料
、
老
人
ホ
ー
ム

入
所
者
負
担
金
な
ど
も
含
み
ま
す
。

繰
越
金

分
担
金
。
負
担
金

利
子
割
交
付
金

■
■
ｌ
Ｋ
ｑ

』

｜

"」

９
億
７
８
６
７
万
円

自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
財
産

収
入
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

１
億
５
０
０
０
万
円

全
国
の
地
方
自
治
体
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
各

自
治
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
が

配
分
す
る
交
付
金
で
す
。

３
億
９
２
４
８
万
円

市
民
会
館
や
近
隣
セ
ン
タ
ー
、

市
民
プ
ー
ル
等
市
の
公
共
施
設
の

使
用
料
、
戸
籍
や
税
関
係
な
ど
の

証
明
手
数
料
な
ど
、
市
の
条
例
や

規
則
に
も
と
づ
い
て
収
入
さ
れ
る

黄
金
で
す
。

〆－－
▼平成6年度水道事業会計予算

地
方
交

そ 使
用
料
。
手
数
料

「斎 予算額（対前年度比）目

2,440,197千円(0.7%増）収 益的収入

の
2,833,136千円（4.1％減）収益的支出

’
1,794,787千円（111.5％埴）資本的収入

’
’ 2,492,373千円（46.5％増）資本的支出

L_－____‐___一一ノ

｜’
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平
成
６
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
８
日
か
ら
弱
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
雷
頭
、
大
井
市
長
が
述
べ
だ
施
政
方
針
と

新
年
度
の
施
策
の
大
網
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
新
年
度
予
算
な
ど
お
議
案
で
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

画
集
会
施
設
の
設
鍾
及
び
管
理
に
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
正
す
る
条
例
の
制
定
労
働
基
準

条
例
の
制
定
新
木
地
区
に
近
隣
法
及
び
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
に
関
す
る
臨
時
播
遼
法
の
一
部
改

囹
市
庁
舎
増
築
基
金
条
例
の
一
部
正
に
伴
い
、
職
員
の
勤
務
時
間
に

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
市
庁
関
す
る
規
定
を
改
め
る
と
と
も
に

舎
の
増
築
財
源
と
し
て
だ
け
で
な
条
文
の
整
備
を
行
う
た
め

く
、
改
修
財
源
と
し
て
の
被
み
立
園
土
地
開
発
基
金
条
例
を
廃
止
す

て
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
糠
み
る
条
例
の
制
定
公
共
用
地
先
行

立
て
の
目
的
の
財
源
に
充
て
る
場
取
得
事
業
侭
な
ど
を
活
用
す
る
こ

合
に
限
り
基
金
の
処
分
が
で
き
る
と
に
よ
り
、
本
基
金
の
設
寵
目
的

よ
う
に
変
更
す
る
た
め
が
な
く
な
る
た
め
。

園
職
員
の
勤
務
時
間
蕊
休
日
、
休
画
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

戸

自転車をu澱TI動〃
市
議
会
第
１
回
定
例
会
の
議
決
結
果

新
年
度
予
算
な
ど
鮒
議
案
を
可
決

’

〈〉資源品等を修理。点検して今日から販売開始

市
で
ば
今
年
度
か
ら
自
転
車

の
放
寵
防
止
と
査
源
の
再
利
用
の

た
め
、
自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
始
め
ま
し
た
。

販
売
す
る
自
転
車
は
、
駅
周
辺

か
ら
撤
去
し
た
不
法
駐
車
の
自
転

車
の
う
ち
、
所
有
者
が
不
明
で
保

管
期
限
を
経
過
し
た
も
の
や
査
源

品
と
し
て
回
収
し
た
も
の
を
、
市

▼リサイクル自転車販売店一覧
１
６
３
墨
酔

内
の
自
転
車
商
協
同
組
合
加
盟
店

で
修
理
・
点
検
し
安
全
性
を
確
認

し
た
も
の
で
す
。

今
日
か
ら
販
売
店
（
左
表
参
照
）

で
６
５
０
０
円
か
ら
１
万
円
で
販

売
を
開
始
（
印
鑑
を
持
参
）
。

※
５
月
８
日
（
且
福
祉
ま
つ
り

の
会
場
で
も
販
売
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
交
通
指
導
員
の
報
酬
を

勤
務
形
態
に
応
じ
た
も
の
に
す
る

た
め

園
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
賦
課

限
度
額
を
改
定
す
る
た
め

園
交
通
指
導
員
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
交
通

指
導
貝
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

交
通
指
導
貝
の
定
数
を
変
更
す
る

と
と
も
に
条
文
整
備
を
行
う
た
め

画
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
設
置
及
び

派
遣
手
数
料
に
閏
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
国

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
蕊
業

愛
用
負
担
韮
準
の
改
正
に
伴
い
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
手
数
料

基
準
の
利
用
者
手
数
料
の
額
を
改

日
時
…
４
月
鯛
日
（
祝
）
午
前
扣
時
か
ら
午
後
４
時

１

〔
雨
天
の
場
合
は
５
月
１
日
（
日
）
〕

第

場
所
…
布
佐
平
成
通
り

く若
葉
が
み
ず
み
ず
し
く
、
さ
わ
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
子
ど
も
か
ら
ま
で
穴
サ
ミ
は
不
一

や
か
な
季
節
。
布
佐
地
区
恒
例
の
大
人
ま
で
楽
し
め
る
催
し
が
盛
り
◎
金
魚
す
く
い
１
－

新
緑
ま
つ
り
が
開
催
き
れ
ま
す
。
だ
く
さ
ん
。
ご
家
族
・
友
達
連
れ
◎
ゲ
ー
ム
「
サ
イ
コ
ロ

会
場
で
は
金
魚
す
く
い
や
花
の
で
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
貼
付
済
布
佐
ス
タ
乙

〈
イ
ベ
ン
ト
〉
ま
た
は
２
０
０
円
で
一

◎
無
料
包
丁
研
ぎ
１
人
２
丁
委
員
長
青
木
垂
（
聖

画
布
催
新
緑
ま
つ
り

定
す
る
た
め

圏
母
子
家
庭
等
の
医
療
費
等
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
医
療
讃
等
助
成

対
象
者
の
医
療
費
等
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
当
該
対
象
者
の
一

部
負
担
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

医
療
喪
等
助
成
の
申
錆
期
限
を
変

更
し
、
あ
わ
せ
て
条
文
の
整
備
を

行
う
た
め

圃
市
説
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
黄
負
担

に
関
す
る
条
例
の
制
定
公
職
選

挙
法
に
基
づ
き
、
市
議
会
議
員
及

び
市
長
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

用
自
動
車
の
使
用
及
び
選
挙
用
ポ

ス
タ
ー
作
成
の
公
費
負
担
の
た
め

圏
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
養
用
弁
憐
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
退
轍
し
た
撤
貝
を
非
常

勤
職
員
と
し
て
任
用
す
る
た
め

画
平
成
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

画
平
成
５
年
度
特
別
会
計
補
正
子

第10

算
国
民
健
康
保
険
事
業
（
第
３

号
）
、
土
地
区
画
整
理
事
業
（
第

２
号
）
『
公
共
下
水
道
事
業
（
第

３
号
）
、
老
人
保
健
（
第
２
号
）

圏
平
成
５
年
度
水
道
事
業
補
正
予

算
（
第
２
号
）

囮
平
成
６
年
度
一
般
会
計
予
算

囮
平
成
６
年
度
特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
、
土
地
区
画

整
理
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

手
賀
沼
浄
化
事
業
、
老
人
保
健
事

業
、
公
共
用
地
取
得
事
業

画
平
成
６
年
度
水
道
事
業
会
計
予

算画
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

か
く
ら
い

角
頼
一
夫
氏
昭
和
２
年
６
月

過
日
生
ま
れ
布
佐
酉
町
師
の
６

阿
曽
亮
一
氏
昭
和
”
年
１
月

３
日
生
ま
れ
古
戸
“

圏
監
査
委
員
の
選
任
佐
々
木
豊

わ
た
る

治
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
松
島
洋
氏

を
選
任
す
る
も
の

わ
た
る

松
島
洋
氏
昭
和
ｎ
年
１
月
瑠

日
生
ま
れ
、
布
佐
３
３
８
５

ザ

ま
で
穴
サ
ミ
は
不
可
）

◎
金
魚
す
く
い
１
回
１
０
０
円

◎
ゲ
ー
ム
「
サ
イ
コ
ロ
こ
ろ
が
し
』

貼
付
済
布
佐
ス
タ
ン
プ
台
紙
１
枚

ま
た
は
２
０
０
円
で
１
回
（
い
ろ

い
ろ
な
商
品
が
当
た
る
よ
）

◎
吹
奏
楽
演
奏
（
布
佐
中
学
校
）

正
午
お
よ
び
午
後
２
時
（
２
回
を

予
定
）

〈
献
血
コ
ー
ナ
ー
〉

協
力
者
に
は
粗
品
を
贈
呈

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
午
後
４

時
（
正
午
か
ら
１
時
間
休
憩
）

※
雨
天
で
も
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
同
ま
つ
り
実
行

委
員
長
青
木
垂
（
的
）
０
１
２
２

４
月
１
日
付
け
で
市
の
人
事
異

動
が
行
わ
れ
、
２
０
９
名
に
辞
令

が
公
付
さ
れ
ま
し
た
。
課
長
級
以

上
の
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
カ
ッ
コ
は
内
は
前
轍
）

４
月
の
人
事
異
動

組
織
の
一
部
も
変
更

◎
部
長
級

＊
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
蚕

社
理
事
長
）
林
勇
＊
監
査
委
員
事

務
局
長
（
経
済
環
境
部
次
長
兼
腱

政
課
長
）
風
澤
光
＊
公
社
理
事
長

’

（
都
市
部
次
長
兼
区
画
整
理
課
長
）

高
田
利
男

◎
部
次
長
級

＊
成
田
線
複
線
化
推
進
室
長
（
財

政
課
長
）
渡
辺
武
＊
経
済
環
境
部

次
長
兼
農
政
課
長
（
貨
物
線
跡
地

対
策
室
長
）
豊
嶋
誠
＊
福
祉
部
次

長
兼
厚
生
課
長
（
図
書
館
長
）
中

野
て
る
子
＊
建
設
部
次
長
兼
道
路

課
長
（
教
育
総
務
部
次
長
兼
総
務

課
長
）
若
泉
燕
＊
都
市
部
次
長
兼

都
市
計
画
課
長
（
福
祉
部
次
長
兼

厚
生
課
量
酒
井
隆
次
＊
教
育
総

務
部
次
長
兼
総
務
課
長
（
建
設
部

次
長
兼
下
水
道
課
長
）
菊
地
辿
紀

＊
教
育
総
務
部
参
事
兼
学
校
教
育

課
長
（
学
校
教
育
課
長
）
矢
島
弘

◎
課
長
級

＊
財
政
課
長
（
体
育
課
長
）
丹
羽

健
一
＊
課
税
課
長
（
都
市
計
画
課

量
村
越
隆
＊
収
税
課
長
（
児
童

保
育
課
長
）
関
重
男
＊
管
財
課
長

落
水
課
長
）
戸
辺
憲
興
＊
厚
生

課
主
幹
（
障
害
福
祉
課
長
補
佐
）

三
門
輝
＊
児
童
保
育
課
長
（
管
財

課
暹
村
越
克
己
＊
治
水
課
長

I

＄

（
道
路
課
長
）
尾
高
朝
雄
＊
下
水

道
課
長
（
下
水
道
課
長
補
佐
）
飯

田
孝
司
＊
建
築
指
導
課
主
幹
（
厚

生
課
長
補
佐
）
遠
藤
恭
平
＊
区
画

整
理
課
長
（
人
事
課
長
補
佐
）
中

村
豊
明
＊
都
市
改
造
課
主
幹
（
都

市
改
造
課
長
補
佐
）
鈴
木
璽
和
＊

体
育
課
長
（
課
税
課
長
）
飯
嶋
政

光
＊
図
醤
館
長
（
監
査
委
員
事
務

局
次
長
）
伊
東
幸
雄
＊
監
査
委
員

事
務
局
次
長
（
収
税
課
長
）
鈴
木

一
郎な

お
、
行
政
の
公
立
的
な
運
営

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
組
織
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
成
田
線
の
早
期
複

線
化
の
実
現
を
図
る
た
め
、
企
画

課
の
成
田
線
複
線
化
促
進
担
当
が

成
田
線
複
線
化
推
進
室
と
し
て
独

立
。
貨
物
線
跡
地
対
策
室
関
連
の

業
務
に
つ
い
て
は
企
画
課
企
画
鯛

整
担
当
が
兼
務
。
ま
た
、
厚
生
課

庶
務
係
が
保
謹
給
付
係
に
、
生
活

環
境
課
総
務
係
が
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

’

販売店名

田口自転車店

㈲岩田オートサイクル

サイクルショップツクシ

サイクルショ･ソプなかがわ

小池輪業商会

斉 藤 輪 業

内藤輪業

光石モーター商会

渡辺サイクル

アビコモータース

アベサイクルショップ

角川輪業

㈲染谷輪業

住所

581

つくし野7－16－7

つくし野6－4－16

本町2－4－5

寿1－17－2

寿1－13－4

寿2－9－28

東我孫子2-34-16

下ケ戸121

湖北台9－7－7

湖北台8－8－7

中峠1441-1

日秀14－2

電話番号

82-4421

82-1034

84-9614

82-4717

82-0044

82-0525

82-3821

82-5504

82-8712

88-0774

88-1289

88-1323

88-1222

母
子
。
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

医
療
費
を
全
額
助
成

1

母
子
・
父
子
家
庭
の
母
及
び
し
、
前
年
度
の
所
得
税
が
非
課

父
並
び
に
娼
歳
未
満
の
児
童
税
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

交
母
の
い
な
い
児
童
を
含
む
）
対
象
と
な
る
医
療
萱
は
、
保

に
対
し
て
、
４
月
診
療
分
か
ら
険
制
度
が
適
用
さ
れ
る
保
険
医

医
療
費
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
療
費
、
歯
科
治
療
費
、
調
剤
饗

病
気
や
ケ
ガ
で
医
療
機
関
に
で
す
。

か
か
っ
た
方
は
、
児
童
保
育
課
▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課

へ
申
鏑
し
て
く
だ
き
い
・
た
だ
児
童
家
庭
係
容
壺
）
１
１
１
１

ベルリン・フイル八重奏団
コンサート

日時：6月4日(土)午後6時

場所：市民会館

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
簸
高
峰
、
ベ
▼
共
演
仲
道
郁
代
（
ピ
ア
ノ
）

ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
。
そ
の
頂
点
に
▼
演
奏
曲
目
「
ア
イ
ネ
・
ク

立
つ
８
人
の
ソ
リ
ス
ト
に
よ
る
．
ラ
イ
ネ
・
ナ
〈
ト
ム
ジ
ー
ク
」

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
宅
－
ツ
ァ
ル
ト
）
、
ピ
ア
ノ

弦
と
管
の
織
り
な
す
美
し
い
〈
五
重
奏
曲
「
ま
す
」
ラ
ュ
ー

ｌ
モ
ニ
ー
を
心
ゆ
く
ま
で
お
乗
し
ベ
ル
ト
）
ほ
か

み
く
だ
き
い
。
▼
入
場
料
（
全
席
指
定
）
Ｓ

▼
日
時
６
月
４
日
主
）
午
後
席
４
５
０
０
円
、
Ａ
席
４
０
０

５
時
開
場
、
６
時
開
演
０
円
、
Ｂ
席
３
５
０
０
円

▼
場
所
市
民
会
館
▼
入
場
券
発
売
所
平
愛
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ

ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、
石
川
春
光
堂
、

あ
び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

レ
コ
ー
ド
ア
ッ
プ
ル
、
ポ
ピ
ー
、

荒
井
書
店
、
市
民
会
館
内
売
店

ひ
ろ
が
り
、
市
民
図
書
館
湖
北

台
・
布
佐
分
館
中
央
公
民
館
、

柏
そ
ご
う
、
柏
高
島
屋
、
取
手

と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

査
（
顕
）
１
１
５
１
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今
年
で
設
立
ｎ
年
目
を
迎
え
る

（
社
）
我
孫
子
青
年
会
議
所
の
新
理

事
長
に
就
任
し
た
の
が
飯
田
雅
久

さ
ん
。
昭
和
弱
年
の
設
立
当
初
か

ら
青
年
会
議
所
の
事
業
に
参
加
し
、

メ
ン
バ
ー
の
人
望
も
厚
い
。

「
青
年
会
議
所
に
入
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
に
い
ろ
い
ろ
な
人

と
知
り
合
え
、
視
野
が
広
が
っ
た

こ
と
が
財
産
で
す
」
と
語
る
。

以
前
は
、
人
と
話
を
す
る
の
も

苦
手
で
し
た
が
、
県
内
各
地
の
青

年
会
議
所
の
方
と
接
す
る
機
会
も

多
く
、
今
で
は
人
前
で
堂
毎
と
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
何
よ
り
、
活
励
を
通
し
て
自

分
を
高
め
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
ど

と
目
を
輝
か
せ
る
。

割⑥回植木まつり
■日時…4月29日(祝)・30日(土）

午前10時から午後4時

■場所…手賀沼公園コミュニティ広場
(小雨決行．雨天の場合、催し物に変更あり）

１
０
Ｊ

恒
例
と
な
っ
た
植
木
ま
つ
り
は

今
年
が
、
回
目
。
植
木
や
草
花
、

薬
剤
な
ど
を
低
価
格
で
販
売
す
る

ほ
か
、
今
回
は
、
、
回
を
記
念
し

て
、
緑
の
セ
リ
市
、
動
物
と
の
触

れ
合
い
が
で
き
る
「
ど
う
ぶ
つ
村
」

な
ど
、
多
彩
な
催
し
物
を
行
い
ま

す
。
ご
家
族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
イ
ベ
ン
ト

▼
調
日
（
祝
）

季
第
８
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
・
第

６
回
花
壇
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
（
午
前
、
時
か
ら
）

品
園
芸
用
は
さ
み
研
ぎ
（
午
前
、

青
年
会
議
所
は
、
〃
明
る
い
豊

か
な
街
創
り
″
を
テ
ー
マ
に
、
加

歳
か
ら
如
歳
ま
で
の
会
員
が
活
動

し
、
月
２
回
の
勉
強
会
や
、
年
１

回
の
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
を
開
催

し
て
い
る
。

仲
間
の
連
帯
を
第
一
に
考
え
、

時
に
は
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
語
り

4

～

時
か
ら
）
先
着
１
０
０
名
で
１
人

１
丁
。
大
４
０
０
円
、
小
２
０
０

円
（
収
益
は
緑
の
基
金
へ
寄
付
）

争
ど
う
ぶ
つ
村
（
午
前
ｎ
時
か
ら

午
後
４
時
）
雨
天
中
止
。
＊
ポ
ニ

ー
乗
馬
（
午
前
ｎ
時
か
ら
午
後
０

時
訓
分
、
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
４

時
）
３
歳
か
ら
８
歳
の
ち
び
っ
子
、

先
着
２
０
０
名
、
無
料

余
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
（
午

後
１
時
か
ら
）
１
回
即
円

争
緑
の
セ
リ
市
（
午
後
２
時
か
ら
）

▼
訓
日
（
土
）

全
金
魚
す
く
い
（
午
後
１
時
か
ら
）

１
回
卵
円

争
チ
ビ
ッ
コ
も
ち
つ
き
大
会
（
午

後
２
時
か
ら
）
無
料

争
緑
の
セ
リ
市
（
午
後
３
時
か
ら
）

▼
四
日
（
祝
）
・
犯
日
（
土
）

晶
花
の
無
料
配
布
（
午
前
、
時
釦

分
か
ら
）
先
着
１
５
０
０
名

争
緑
の
ク
イ
ズ
大
会
（
午
後
１
時

か
ら
）

孝
園
芸
相
談
（
随
時
）

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課

合
う
こ
と
も
…
。
市
内
縦
断
駅
伝

で
は
、
各
地
区
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
大
会
を
成
功
き
せ
市
民
交
流

綱
引
き
大
会
で
は
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
い
、
感
動
を
と

も
に
し
て
き
た
。

本
業
は
、
米
穀
店
を
営
み
、
最

近
の
〃
米
不
足
騒
ぎ
″
に
は
頭
を

、

我孫子青年会議所新理事
長に就任した
いいだまさひさ

飯田雅久さん
（根戸）

バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
（
５
月
、
日

か
ら
逓
旦
に
ち
な
み
、
我
孫
子

野
鳥
を
守
る
会
、
（
財
）
山
階
鳥
類

研
究
所
、
烏
の
博
物
館
の
三
者
共

催
で
手
賀
沼
探
鳥
会
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
一
緒
に

歩
い
て
鳥
の
説
明
を
し
て
く
れ
ま

す
の
で
、
初
め
て
の
方
で
も
バ
ー

ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

ご
家
族
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
期
日
５
月
お
日
（
且
雨
天
の

場
合
は
塑
日
（
日
）

▼
行
程
市
役
所
正
面
玄
関
前
午

前
９
時
集
合
・
受
付
↓
手
賀
沼
遊

歩
道
を
探
鳥
（
小
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
リ
ー
ダ
ー
が
つ
き
ま
す
）
↓
山

階
鳥
類
研
究
所
前
で
ま
と
め
の
後

解
散
定
午
頃
の
予
定
）
全
行
程

痛
め
て
い
る
と
い
う
。

「
国
産
米
を
頼
ま
れ
る
ん
で

す
が
、
希
望
す
る
量
を
確
保
す

る
の
が
難
し
く
て
：
・
・
で
も
、

今
ま
で
お
米
に
つ
い
て
無
頓
着

だ
っ
た
人
と
も
、
外
国
産
米
の

炊
き
方
に
つ
い
て
話
し
た
り
、

今
ま
で
以
上
に
親
し
く
な
り
ま

し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

「
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
自
営

業
の
方
が
主
体
と
な
り
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
女
性
の
方
に
も
穂
極
的
に
参

加
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
幻
世

紀
に
向
峨
若
い
力
を
結
集
し
、

我
孫
子
の
ま
ち
を
魅
力
あ
る
豊

か
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
る
。
弱
歳
。

｡馳
手
賀
沼
探
鳫
会

バ
ー

ノ

ド
ウ
ィ
ー
ク

親
子
の
触
れ
合
い
を
軸
に
、
の

び
の
び
と
体
を
動
か
し
、
集
団
の

中
で
の
わ
が
子
の
姿
を
見
て
、
触

れ
て
、
考
え
て
、
そ
し
て
楽
し
い

子
育
て
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
対
象
３
歳
児
（
平
成
３
年
４

月
２
日
か
ら
４
年
４
月
１
日
生
ま

徒
歩
約
３
．
５
キ
ロ

▼
参
加
壷
１
人
２
０
０
円
（
査

料
代
含
む
）

▼
持
参
メ
モ
帳
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
双
眼
鏡
、
図
鑑
、
水
筒
な

ど▼
定
員
小
学
生
以
上
１
２
０
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
竃

鎌
餉
び
“
び

親
子
学
級

Ⅱ力参親
子
の
触
れ
合
い
を
軸
に
、
の
れ
）
と
そ
の
親

の
び
と
体
を
動
か
し
、
集
団
の
▼
募
集
人
員
釦
組
（
応
募
者
多

で
の
わ
が
子
の
姿
を
見
て
、
触
数
の
場
合
は
抽
選
）

て
考
え
て
、
そ
し
て
楽
し
い
▼
参
加
費
３
０
０
０
円

育
て
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
住

場
所
湖
北
地
区
公
民
館
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
参
加
す
る
親

、

話
で
５
月
哩
日
（
木
）
ま
で
に
烏
の

博
物
館
壷
（
顕
）
２
２
１
２
へ

な
お
、
当
日
の
実
施
、
延
期
の

問
い
合
わ
せ
は
午
前
７
時
釦
分
か

ら
同
博
物
館
へ

＊
当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
車
で
の
参
加
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

▼のびのび親子学級学習内容。日程

学習日程学習内容回

みんないっしょ(仲間作I))

開級式
オリエンテーション

1
５
月
か
ら
ｎ
月
ま
で
（
全
刈
回
）
主
に
火
噸
日

午
前
皿
時
鋤
分
か
ら
、
時
帥
分

2
親

3
のびのび3歳

親子で遊ぼう子 リーダーが鳥の説明をしてくれ
ますので初めての人でも大丈夫

4

で 豊かな心を育てよう
F

⑨

子
の
嘩
謬
、
電
話
番
号
、
子
ど
も

の
生
年
月
日
と
性
別
を
明
記
し
、

４
月
型
日
（
木
・
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
中
里
釦
の
３
湖
北
地
区
公

民
館
の
び
の
び
親
子
学
級
係
容

（
銘
）
４
４
３
３
へ

※
対
象
児
よ
り
小
さ
な
お
子
さ
ん

を
連
れ
て
参
加
の
場
合
住
申
し

込
み
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
年
齢
を
併

記
し
て
く
だ
さ
い
。
（
対
象
児
よ
り

大
き
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
参

加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
じ

お母さん、見てノ6

あびこ｡一、遊
／－，

お父さんといっしょ7

ぼ
●

友だちできた／8

一三画凸

フ

見直そう、おやつ〃9 零

１
１
１お母さんといっしょ10

■

「
古
利
根
の
自
然
を
守
る
会
」

で
は
、
次
の
と
お
り
古
利
根
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
４
月
画
日
（
且
午
前
９

Ｉ
Ｕ

「
く
ら
し
に
生
か
そ
う
平
和
憲

法
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
５
月
３

四
月
の
雑
木
林
は
、
黄
緑
色
の

若
葉
で
美
し
く
彩
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
腱
、
雑
塞
を
辮

に
幾
つ
も
垂
ら
し
た
コ
ナ
ラ
が
あ

っ
た
。

雄
花
の
穂
は
今
年
で
き
た
新
し

い
枝
の
下
部
に
垂
れ
下
が
り
、
雌

花
は
新
し
い
枝
の
上
部
に
一
か
ら

数
個
つ
い
て
い
た
。

果
実
は
ド
ン
グ
リ
と
呼
ば
れ
、

も
め
〆
》

秋
に
は
熟
し
、
鐸
斗
と
呼
ば
れ
る

＞ 〈憲法を考え る市民の集い

1ま、憲法から読む

くらし。政治・世界
さたか窪こと

経済評論家：佐高信氏が講演

利
根
ウ
ォ
ッ
チ
ン

ナラ．

(ぶ な科）
4

時
集
合
（
雨
天
決
行
）

▼
集
合
場
所
古
利
根
沼
東
側
案

内
板
広
場

▼
問
い
合
わ
せ
土
子
電
（
師
）
２

３
４
１

日
に
行
っ
て
い
る
憲
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
は
、
今
年
で
坊
年
目
。

日
本
は
今
、
政
治
的
・
経
済
的

に
大
き
な
変
革
の
中
に
あ
り
、
ま

だ
国
際
社
会
と
日
本
の
関
係
も

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
国
の
鍛
高
法
規
「
憲

法
」
を
と
お
し
て
、
く
ら
し
、
政

治
、
世
界
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
日
時
５
月
３
日
（
祝
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

▼
講
師
佐
高
信
氏
（
経
済
評
論

家
）▼

問
い
合
わ
せ
憲
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
事
務
局

壷
（
弱
）
１
１
１
１
内
線
５
１
９

わ
ん椀

状
の
器
の
中
に
入
っ
て
い
て

趣
が
あ
る
。

葉
は
秋
に
な
る
と
黄
や
紅
に

色
づ
き
、
山
の
錦
を
織
り
成
し

て
美
し
い
。

コ
ナ
ラ
は
万
葉
集
に
作
者
未

詳
だ
が
一
首
戦
っ
て
い
る
。

「
飛
蠅
の
一
一
一
識
の
山
の
振
糠
の

こ
た
け

す
ま
ぐ
わ
し
児
ろ
は
誰
が
笥

か
持
た
む
」
十
四
’
三
四
二

四

こ
の
歌
は
「
下
野
の
三
髭
の

山
の
コ
ナ
ラ
の
よ
う
に
美
し
い

あ
の
娘
は
、
い
っ
た
い
誰
の
食

事
の
世
話
（
結
婚
）
を
す
る
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
意

味
だ
と
い
う
。

コ
ナ
ラ
の
材
は
建
築
、
器
具
、

薪
炭
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
原
木

な
ど
と
し
て
使
わ
れ
、
有
用
で

あ
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

一一一一一ー一一一一ー一一一一ー一ー一
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丸山
す シ日時5月から10月までの毎月

第1．3土曜日、午前10時から午

後3時30分まで

し場所湖北地区公民館

惨定員15名（先着順）

し参加蓑1000円(材料費は実費）

少申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、電話番号を

明記し、中里81の3湖北地区公民

館ふれあい陶芸係壷(88)4433へ

※障害をお持ちの方で学習中に対

応してほしいことがある場合は明

記してください。
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（高野山
一
一

腱 し
4月1日から終末処理センター

の業務（し尿、浄化槽）等はクリ

ーンセンター内に移転しました。

似移転先住所中峠2264

シ問い合わせし尿壷(88)2547、

浄化槽壷(87)2379
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事業主のみ
労働保健料（労災、雇用）の申

告納付期限は5月17日(月)です。

平成5年度確定と6年度概算保

険料の申告・納付はお早めに。

惨問い合わせ県雇用保険課盃04

3(223)2刀5または千葉労働基準局

壷043(221)4311へ

、

圓 国国回 ’
シ日時・場所4月29日(祝)午前

10時30分開演市民会館

傍入場料無料

凸問い合わせ民謡連合会中野盃

(88)1791、舞踊蓮照内村冠(82)08

71

⑳⑤⑨圃慰食事の支度で困っている方|こ、

お弁当を配っていただける普通免

許を所持している方を募集します。

惨配達日時毎週月曜から金曜円

までの都合のいい日、午後3時30

分から6時頃まで

シ申し込み・問い合わせ電話で

社会福祉協議会壷(84)1539へ

▼社会福祉事業基金にと陶炎一同

様から第7回陶炎チャリティ陶芸

展での売上金35万9290円、県立布

佐高等学校2年8組一同様から文

化祭での売上金1万7887円、今村

覧之助様（並木）から我孫子市民

まつりでの大道芸の収益金5000円

の寄付がありました。

▼布佐四ツ葉会様から社会福祉協

議会に福祉のためにと3136円の寄

付がありました。

▽県立湖北高等学校保護者会様か

らあらき園にとバザー売L令の一

部3万円の寄付がありました。

▼日本電気労働組合我孫子支部様

から西部福祉センターにとソファ

ーベットミ1台、扇風機3台の寄贈

がありました。

▼山之内製薬(株)様から高齢者福

祉のためにと、在宅介護用品の寄

贈がありました。

’
シ主な改正点＊運転免許更新時

の講習が義務づけられます。

＊優良運転者は免許証の有効期間

が次のように延長されます｡(有効

期限が6月10日以降の方から）・

有効期限日現在70歳未満…5年

70歳…4年、71歳以上…3年

（優良運転者とは､5年間無事故・

無違反の方、ただし施行日から2

年間は、継続して8年以上免許を

有し、3年間無事故･無違反の方）

※詳しくは、我孫子警察署交通課

壷(82)0110へ

｜の制定と私たちのくらし」 ｜

し講師中村雅人氏〔弁護士）

桜日時・場所5月1日(日)午後

2時から市民会館

歩内容手賀沼百人一首刊行・入

選・入賞発表・表彰・選者好評等

し申し込み・問い合わせ電話で

兵藤壷(82)7211.へ

’

回国回國
し場所市民体育館

シ種目ランク別シングル(A､B

C､D)リーグ戦後トーナメント戦

伝参加黄格市内存倖家庭婦人

シ参加費1人600円

,申し込み・問い合わせ現金書

留で住所、氏名、電話番号、団体

シ練習日毎週月．金曜日午前

10時から正午

し場所市民体育館C場所が確保

名、ランク別を明記し、4月25日

(月、必着）までに布佐2423の1

斉藤佐世琴金〔89)2508へ

|’
された場合に限る）

’

し作業内容発掘調査補助（遺跡

発掘調査の掘り下げ・記録作業）

し責格満20歳から50歳までの健

康で体力に自信のある方

'勤務時間毎週月曜日から金曜

日の午前9時から午後4時まで

し勤務地市内（新木、高野山、

東我孫子ほか）

し給料日給5200円（税込）

し募集定員若干名

し申し込み・問い合わせハガキ
ふりがな

に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号、発掘作業員希望と明記し、

4月30日(土)までに我孫子1684教

育委員会社会教育課壷(85)1151へ

『

伝曰時4月29日(祝)午前9時か

らく雨天の場合は5月3日(祝)＞

シ場所手賀沼公園庭球場

し種目一般男子・女子、壮年男

子（45歳以上)、ダブルス・トー

ナメント戦（国際ルール）

陰参加資格市内在住の高校生以

上及び連照彗録会員

シ参加費1チーム1000円

沙申し込み・問い合わせハガキ

に参加者全員の住所､氏名､年齢、

電話番号を明記し､下ケ戸595石嶋

志康垂(82)9713へ

’ 1⑰土轆寵庁(-部の施設は除く）
蕊
4劃0m円

蛎料代含む） 月

篝
シ申し込み・問い合わせ電話で

各開催日の5日前までに、海津壷

(84)9828へ

※グァテマラ料理は根戸近隣セン

ターで実施。フィンランド料理・

アラビア料理については、上記に

お問い合わせください。

|’’
’傍目時4月29日(祝）午前10時

から午後2時まで

惨場所湖北台中央公園（雨天の

場合は湖北台東小学校体育館）

伝参加費無料（昼食持参）

し問い合わせあびこ子ども劇場

詮(88)9078

伝資格福祉に理解のある40歳未

満の女性で看護婦資格を有する方

しま集定員1名

し申し込み・問い合わせ履歴書

に必要事項を記入し、看護婦免許

の写し、写真（ライカ判2枚）を

添付し、4月22日(金)までに高齢

者福祉課金(85)1111へ持参

’’
小さいお子さんのいる方、一緒

に子育てをしてみませんか。今年

も湖北台幼児教室では『ありんこ」

に参加する子供たちを募集します。

伝申し込み・問い合わせ電話で

湖北台幼児教室盃(88)0185

’ ’
し日時・集合場所6月12日（日）

午前8時10分、2…柏市役所前

し見学先幕張メッセほか

陰対象・定員蒙璽醗揃地域在住の

中学生以下の子どもと保護者、50

名（応募者多数の場合は抽選）

陰参加費無料(昼食は各自持参）

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに申込者全員の住所、氏名、

年齢、電話番号、希望する集合場

所を明記し、5月15日（日、消印

有効)までに〒271松戸市小根本7

東葛飾支庁県民センターフアミリ

ーバスツアー係垂0473(65)3008へ

’！
伝期間10月18日（火）から27日

（木）･まで（9泊10日）

し派遣先中華人民共和国

シ参加黄6万円

し募集定員300人

し募集期間4月20日（水）から

5月31日（火）まで

し対象昭和40年4月1日から49

年10月18日までに生まれた方

※詳しくは県教育庁生涯学習部社

会教育課青少年教育係垂043(223）

4070へ

灘

「人間になりたがった猫」

は、今日午後4時（開演）か

ら市民会館で行われます。

※なお､当日券はありません。

し問い合わせあびこ子ども

劇場a(88)9078
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初心者対象｢ふれあい陶芸」 行楽期の防犯運動実施中

暖かな陽気とともに解放感に誘

われ、警戒心もつい緩みがちにな

ります。ゴールデンウィークを前

に外出する機会も増え、思わぬ犯

罪の発生に巻き込まれることも予

想されます。

皆さんも犯罪の未然防止のため、

特に次のことに注意しましょう。

①侵入盗及び乗り物盗の防止

②スリ・ひったくりの防止

⑧乗り物盗に対する自主防犯意識

の高揚と防止環境づくり

し問い合わせ我孫子警察署、市

防犯協議会

終末処理 センター
事務所の移転

第14回民謡･民舞鑑賞会

消費生活講座 お弁当配達員

道路交通法の一部
｢5月10日から実施し

改正
まず」

『手賀沼百人一首｣発表会

危険物取扱者試験家庭婦人卓球大会

埋蔵文化財発掘作業員

家庭婦人バトミントンクラブ
我孫子コスモス会員 お詫びと訂正

前号3面のゴミ処理容器購

入の記事中、生活環境課の電

話番号(88)0015は(87)0015の

誤りです。

お詫びして訂正します。

ソフト我孫子選手権大会
テニス（県民大会一次予選）

日曜当番医・1週間の行事

テレ7回り三ピｽ風覇)珊］

我孫子カルチャー＆トーク
r異文化クッキング」

日時 料理名 会費

4月22日（金）

10:30~12:30

5月6日（金）

10:釦～12：釦
ﾌｨﾝﾗﾝド料理

5月別日睦）

10?30～1；30
アラビア料理

15仙円

(材料代倉む）

グァテマラ料理 17⑧
》
ず

円曜当番医＝テレホンサービス

休日輯曽科諏日=休日捌急歯科診緬(而民会熱)9:冊ヘイ1:釦
亜結婚相談＝寿市民センター10：00～14？00画･家庭の日

18月

19火

20水

21木

22金

2誘土

Z4⑧

25月

2⑰火

27水

28木

,ZOe

毒消費牛澪相談＝市民相慾室10：00～15：00
〃心配ごと相駿＝寿市民センター9；00～15：00
〃市民図塞館休館〃烏の博物歴
壷つつじ荘休館雪西部福祉センター休館

毎法律相談＝市民相談室9？30～15：30（予約制）

c｡･消費生活相談＝市民相談室10：00～15：00

－法律相談＝市民相談室9：30～15：30（予約制）
軍健康相談＝つつじ荘11：00～12：00

画税務相談＝市民相談室10：00～15：00（予約制）

雪市役所閉庁（一部の施設は除く）

画日曜当番医＝テレホンサービス

雷休日鱸歯科識日=休日輪歯科認新(市践菌内)9:側へ41:30

蕊慧嬢謹鶏篝灘翻瞬跳
＝つつじ荘休館毎西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9：30～15；30（予約制）
”つつじ荘休館軍西部福祉センター休館

壷消費生活相談＝市民相談室10：00～15：00
唖アルコール家族教室＝天王台湾年館13：30～15：30

蚕市民図書館休館
園,肩つつじ荘休館”西部福祉センター休館

直市役所閉庁（一部の施設は除く）
琶馬の博物館休館

6？
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子 どもまつり
r思いっきり遊ぼう」

琴録ホームヘルパー

螺言辨甕参加者

県民の日記念行事
rファミリーバスツアー」

さわやかハートちば
クルーズセミナー

劇団四季
ファミリーミュージカル
r人間になりたがった猫」


